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信頼と連携の輪
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Doctor’s eye
　放射線科という仕事



Doctor's
eye

放
射
線
科
と
い
う
仕
事

長
野
：
川
内
病
院
に
は
昨
年
か
ら
非
常

勤
で
時
折
来
て
お
り
、
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
の
操
作
や
、
病
院
の
雰
囲

気
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
こ
こ
で

の
業
務
に
ス
ム
ー
ズ
に
入
れ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
同
期
や
他
の
医
療
機
関

で
一
緒
に
働
い
た
他
科
の
先
生
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
連
携
が
取
り

や
す
い
で
す
ね
。

上
野
：
業
務
は
画
像
診
断
、
放
射
線
治

療
、
画
像
下
治
療
（
I
V
R
）
の
3
つ

ま
ず
長
野
先
生
。着
任
か
ら
２
ヶ
月

経
ち
ま
し
た
が
。

放
射
線
科
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

に
分
か
れ
ま
す
。

　

当
院
は
C
T
や
M
R
I
、
R
I
等
の

画
像
診
断
部
門
と
、
放
射
線
治
療
部
門

か
ら
構
成
さ
れ
、
3
名
の
放
射
線
科
医

が
各
々
の
専
門
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
私
と
長
野
先
生
が
担
当
し
て
い
る

画
像
診
断
は
、
患
者
さ
ん
が
受
け
ら
れ

た
画
像
検
査
（
C
T
・
M
R
I
・
R
I

等
）
か
ら
病
気
を
探
し
出
し
、
検
査
を

依
頼
さ
れ
た
主
治
医
へ
文
書
で
報
告
す

る
仕
事
で
す
。
最
近
の
画
像
機
器
の
進

歩
は
著
し
く
、
一
回
の
検
査
で
の
情
報

量
は
膨
大
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
、
画
像
検
査
は
大
事
な

検
査
の
一
つ
で
す
。
主
治
医
に
よ
る
診

断
に
加
え
、
主
治
医
と
は
独
立
し
た
見

地
か
ら
放
射
線
科
医
が
診
断
を
行
う
こ

　

皆
さ
ん
は
「
放
射
線
科
」
と
聞
い
て
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
ま
す
か
？

　

今
回
は
放
射
線
科
部
長
の
上
野
先
生
と
、
４
月
に
着
任
さ
れ
た
放
射
線
科
医
師

長
野
先
生
に
、
そ
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

放射線科

趣味のゴルフはベストスコア 94。
80 台を目指して只今奮闘中！

Daigo Nagano
長野 大悟

放射線科部長

サッカー観戦と将棋が趣味。
好きなチームは FC バルセロナ。

Kazuto Ueno
上野 和人
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と
に
よ
り
、
正
確
な
診
断
を
下
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
画
像
誘

導
下
で
、
カ
テ
ー
テ
ル
と
呼
ば
れ
る
細

い
管
や
針
を
用
い
、
止
血
目
的
の
動
脈

塞
栓
術
、膀
胱
の
動
注
療
法
等
を
行
う
、

画
像
下
治
療
（
I
V
R
）
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

放
射
線
治
療
は
、
部
長
の
小
野
原
先

生
を
中
心
に
、
放
射
線
治
療
専
門
の
診

療
放
射
線
技
師
や
、
認
定
看
護
師
の
協

同
で
治
療
を
行
い
ま
す
。
臓
器
温
存
を

目
指
す
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
治
療
か
ら
、
化

学
療
法
や
画
像
下
治
療
（
I
V
R
）
の

併
用
に
よ
る
進
行
が
ん
の
治
療
ま
で
、

侵
襲
性
の
低
い
が
ん
治
療
法
と
し
て
、

更
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

上
野
：
検
査
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
、
C
T
や
M
R
I
で
造
影
剤
を
使

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
器
官

や
血
管
を
良
く
見
え
る
よ
う
に
し
、

病
気
の
有
無
や
拡
が
り
等
、
よ
り
詳

し
い
情
報
を
得
る
為
で
す
が
、
ま
れ

に
副
作
用（
吐
き
気
・
発
疹
・
か
ゆ
み
・

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
等
）
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ア
レ
ル

過
去
画
像
と
の
比
較
や
、
臨
床
情
報
も

参
考
に
し
つ
つ
丁
寧
に
読
影
し
て
い
く
。

画
像
検
査
を
受
け
る
際
の
注
意
点

は
あ
り
ま
す
か
？

と
こ
ろ
で
上
野
先
生
と
長
野
先
生

は
な
ぜ
放
射
線
科
の
道
を
選
ば
れ

た
の
で
す
か
？

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

ギ
ー
体
質
（
喘
息
等
）
の
方
や
、
過

去
に
ヨ
ー
ド
造
影
剤
で
過
敏
症
（
吐

き
気
・
か
ゆ
み
等
）
が
あ
っ
た
方
は

リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
の
で
、
既
往
歴

や
内
服
中
の
薬
剤
等
に
つ
い
て
、
正

確
な
問
診
聴
取
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
可
能
な
限
り
、金
属
類（
入

れ
歯
・
眼
鏡
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
）

は
外
し
て
頂
き
ま
す
。
M
R
I
で
は

刺
青
や
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
の
着
用

も
、
熱
を
帯
び
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
の
で
不
可
で
す
。
そ
の
他
に
も
幾

つ
か
注
意
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
主
治
医
や
ス
タ
ッ
フ
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

長
野
：
一
番
は
画
像
を
読
む
こ
と
が

好
き
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
中
で
他
科

の
医
師
の
手
助
け
と
な
り
、
患
者
さ

ん
の
利
益
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に

魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

上
野
：
私
は
画
像
で
「
診
断
」
を
つ

け
る
読
影
と
、
身
体
に
負
担
の
少
な

い
「
治
療
」
で
あ
る
画
像
下
治
療

長
野
：
放
射
線
科
医
師
と
し
て
、
実

際
に
患
者
さ
ん
と
関
わ
る
機
会
は
少

な
い
で
す
が
、
今
後
も
自
分
た
ち
に

出
来
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
野
：
放
射
線
科
は
多
く
の
診
療
科

と
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
各
科
・
各
部
署
と
の
良
好
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
掛
け
、
各

診
療
科
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
科
で
は
医
療
機
関
か
ら
の
C
T

や
M
R
I
、
R
I
等
の
画
像
検
査
、

ま
た
放
射
線
治
療
の
ご
依
頼
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

　

ご
依
頼
の
際
は
医
療
連
携
室
、
ま

た
は
放
射
線
部
受
付
ま
で
ご
連
絡
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
I
V
R
）
の
両
方
が
出
来
る
放
射

線
科
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で
し
ょ

う
か
。
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診
療
放
射
線
技
師
は
、
医
療
現
場
に
お
い

て
医
師
の
指
示
の
下
、
主
に
放
射
線
を
用
い

た
検
査
及
び
治
療
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
医
療
に
お
い
て
放
射
線
診
療
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
が
、
健
康
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
適
切
に
扱
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
放
射
線
診
療
に
関
わ

る
人
々
の
放
射
線
被
ば
く
線
量
の
管
理
や
、

放
射
線
使
用
施
設
、
装
置
な
ど
の
安
全
管
理

も
大
切
な
業
務
で
す
。

　

検
査
や
治
療
を
受
け
る
と
聞
く
と
、
不
安
を

抱
い
て
し
ま
う
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
放
射

線
と
聞
く
と
な
お
さ
ら
で
す
。
放
射
線
の
正
し

い
知
識
を
伝
え
た
り
、
検
査
や
治
療
の
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
り
、精
神
的
、身
体
的

な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。診
療
放
射
線
技
師
は
、医
師
や
看
護
師
と
比

較
し
、
患
者
さ
ん
と
接
す
る
時
間
は
ご
く
僅
か

で
す
。そ
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、色
々
な
不

安
を
抱
え
て
い
る
方
に
と
っ
て
、
最
も
良
い
方

法
を
探
り
な
が
ら
、患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、検

査
や
治
療
を
行
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
検
査
で
撮
影
さ
れ
た
画
像
は
、
病
気

の
早
期
発
見
や
、
今
後
の
治
療
方
針
の
決
定
に

関
わ
る
、非
常
に
責
任
の
あ
る
も
の
で
す
。た
だ

撮
影
す
る
の
で
は
な
く
、
専
門
的
な
知
識
や
技

術
を
深
め
、
医
師
が
求
め
る
診
断
し
や
す
い
画

像
を
提
供
出
来
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
将
来
を
左
右
す

る
重
要
な
検
査
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
常
に
忘

れ
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
病
の
第
一
発

見
者
と
し
て
、
医
師
の
診
断
や
治
療
を
サ
ポ
ー

ト
し
、患
者
さ
ん
の
命
が
救
わ
れ
た
と
き
は
、と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

医
療
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
放
射
線
を
利
用

し
た
検
査
や
治
療
は
近
年
ま
す
ま
す
高
度
化

し
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、
一
般
撮
影
・C

T

・

M
RI

・
核
医
学（SPEC

T

）な
ど
の
画
像
検
査

や
放
射
線
治
療
な
ど
、
様
々
な
放
射
線
診
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
進
月
歩
の

医
療
技
術
と
、
人
々
と
の
架
け
橋
と
な
り
、
地

域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
の
お
し
ご
と

診
療
放
射
線
技
師

上う
え
だ田 

康や
す
ひ
ろ博

院
内
の
様
々
な
お
仕
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
。
第
三
回
は
、
診
療
放
射
線
技
師
・

上
田
さ
ん
で
す
。

診
療
放
射
線
技
師
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
仕
事
を
す
る
上
で
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

上 田  康 博

天 気が良い日に家
族で 公 園に行った
り、 散 歩をするの
が楽しみ

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は

ど
ん
な
時
で
す
か
？
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ま
ず『
時
間
外
選
定
療
養
費
』に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

自
己
都
合
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
受

診
や
、
緊
急
性
の
低
い
軽
症
の
方
の

受
診
を
抑
制
す
る
事
で
、
重
症
の
方

の
救
急
医
療
に
専
念
し
、
ま
た
厳
し

い
夜
間
救
急
当
番
医
体
制
を
、
何
と

か
維
持
す
る
目
的
で
導
入
さ
れ
た

深
夜
特
別
料
金
の
事
で
す
。

具
体
的
な
対
象
者
は
？

•
夜
間
当
番
の
23
時
～
翌
朝
8
時

30
分
迄
の
間
に
受
付
さ
れ
た
方

•
16
歳
以
上
の
方（
小
児
科
受
診

を
除
く
）

•
緊
急
性
の
低
い
軽
症
の
方（
検

査
・
処
置
等
の
必
要
が
な
く
、

診
察
の
み
。
又
は
診
察
と
投
薬

の
み
）

　

又
は
医
師
が
緊
急
性
が
な
い
と

判
断
し
た
方

 　
以
上
3
つ
の
基
準
を
全
て
満
た

し
た
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。た

だ
し
次
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

•
妊
産
婦（
産
科
疾
患
の
み
）

•
生
活
保
護
受
給
者

金
額
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

時
間
外
選
定
療
養
費
は
5
千
円

で
す
。
別
途
診
療
費
が
か
か
り
ま
す
。

『
預
り
金
』に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
夜
間
当
番
の
23
時
～
翌
朝
８
時
30

分
迄
の
間
に
会
計
さ
れ
る
方
は
、
精

算
が
翌
診
療
日
以
降
と
な
り
ま
す
の

で
、
原
則
全
て
の
方
か
ら
、
預
り
金

と
し
て
5
千
円
頂
き
ま
す
。

精
算
方
法
は
？

　

翌
診
療
日
か
ら
2
週
間
以
内
の

平
日
13
時
～
17
時
の
間
に
来
院
頂
き
、

実
際
に
か
か
っ
た
診
療
費
と
の
差
額

で
、
払
い
戻
し
や
追
加
料
金
を
請
求

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
預
り
金
を
頂
く

際
に「
預
か
り
証
」を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
持
参
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
は
地
域
の
救
急
医
療
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
や
む
を
得
な
い

措
置
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
適
正

な
時
間
外
受
診
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、1
階
受
付
窓
口

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

夜
間
当
番
で
深
夜

に
受
診
し
た
際
、『
時

間
外
選
定
療
養
費
』と

『
預
り
金
』
を
徴
収
さ

れ
ま
し
た
。

　

ど
う
い
う
制
度
な
の

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ご 

相 

談

お
答
え
し
ま
す

い
り
ょ
う
相
談
室

医
事
管
理
課
　
木
原
未
貴
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

時
間
外
選
定
療
養
費

に
つ
い
て
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趣味 / 特技

鹿児島ユナイテッドFCの応援
ギター　刺繍

趣味 / 特技

映画鑑賞

趣味 / 特技

自然散策

趣味 / 特技
ヘヴィメタル
ハードロック
ジャズ鑑賞

趣味 / 特技

音楽鑑賞

趣味 / 特技

ゴルフ

趣味 / 特技

旅行

趣味 / 特技

野球
ゴルフ

趣味 / 特技

軟式
テニス

趣味 / 特技

ドライブ
映画

趣味 / 特技
テニス
ゴルフ

パソコン

趣味 / 特技

インター
ネット

趣味 / 特技

パズル
合気道

趣味 / 特技

書道

趣味 / 特技

食べ歩き
カフェめぐり

市
い ち だ

田 泰
たいかい

海
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千
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まさひろ
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き じ ま

島　孝
たかし

永
な が た

田 真
ち か こ

子

井
いのうえ

上　歩
あゆむ

大
お お い

井 貴
たかゆき

之

阿
あ べ

部 正
まさはる

治

有
ありむら

村　萌
めぐむ

長
な が の

野 綾
あ や か

香

竹
たけとし

歳 杏
きょうこ

子

消化器内科

内科（腎臓）

外科・消化器外科

泌尿器科

放射線科

消化器内科

内科（糖尿病）

外科・消化器外科

産婦人科

研修医

消化器内科

内科（腎臓）

小児科

外科・消化器外科

産婦人科

川内の医療に貢献でき
るよう精一杯頑張りま
すのでどうぞよろしく
お願い致します。

初めまして。4月より済
生会川内病院に赴任とな
りました大保玲衣と申し
ます。薩摩川内市の医療
に貢献できるよう努めて
参りますので、どうぞ宜
しくお願い致します。

地域医療に貢献しま
す。よろしくお願いし
ます。

患者さんから気軽に相
談して頂けるよう診療
をさせて頂きます。

4 月から放射線科医師
として赴任しました長
野です。頑張っていき
ます。よろしくお願い
します。

消化器内科医として一
歩ずつ成長していきま
す。ご迷惑をおかけす
ることもあると思いま
すが、よろしくお願い
致します。

フットワークを軽く、
地域に根ざした医療の
一助となれるように
日々頑張ります。よろ
しくお願いします。

8 年 ぶ り、2 回 目 の 勤
務になります。安心・
安全な外科医療を提供
できるよう努めて参り
ます。よろしくお願い
致します。

川内での生活は初めて
です。休日は子どもと
一緒に川内を満喫した
いと思います。よろし
くお願い致します。

3 ヶ月間、泌尿器科と
腎臓内科でお世話にな
ります。よろしくお願
いします。

今年度消化器内科とし
て勤務させて頂きます
大井と申します。ご迷
惑をおかけすると思い
ますが、粉骨砕身いた
しますのでどうかよろ
しくお願い致します。

川内の地域医療に貢献
できるよう努めてまい
ります。

昨年度は県立北薩病院
で勤務しておりまし
た。地域の方々の健康
のため日々精進して参
ります。

川内は初めての土地で
すが、地域の皆様が安
心して暮らせるように
精一杯頑張ります。宜
しくお願い致します。

薩摩川内は初めての地
ですが、これから地域に
根ざした産婦人科診療
に携わり、医師として大
きく成長できる一年に
したいと思います。よ
ろしくお願い致します。

新任Dr. 紹介
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信頼と連携の輪

医療法人渓州会 浜田医院 

大海整形外科
・整形外科専門クリニックです
・診察所見に応じて必要な検査を積極的に行います
　エコー・レントゲン・採血・骨密度測定・CT・MRI
・検査結果に応じた治療（運動療法・薬物・注射など）を提案します
　必要に応じて最適な専門病院へ手術の相談を行います

医療法人渓州会 浜田医院

大海整形外科

院長
濵田　聡 先生

院長
大西　敏之 先生

TEL：0996-26-2107
〒 899-1921　薩摩川内市水引町 7615-8
■ 診療科目　内科・循環器科・血管外科・外科・麻酔科
■ 診療受付時間

【受付時間】午前　8：30 〜 11：30
　　　　　 午後 13：30 〜 17：30
火曜午後、木曜午前・午後は手術・検査・予約診療です。

【診療時間】  午前   9：00 ~ 12：00
　　　　　  午後 13：30 ~ 18：00　
■ 休 診 日  土曜午後・日曜・祝日

TEL：0996-25-3000
〒 895-0072  薩摩川内市中郷 1 丁目 39 － 27
■ 診療科目    整形外科
■ 診療受付時間

【月 〜 木 曜】 午前  8：30 〜 12：00
　　　 　 　 午後 14：00 〜 17：30

【金  ・  土曜】 午前  8：30 〜 12：00
■ 休 診 日   日曜・祝日

　昭和21年に水引地区で開業し75年目を迎えます。
　救急科専門医の経験を活かし内科外科を問わず「なんでも診る」をモットーに
診療しています。また、心臓血管外科医として手術、集中治療に従事していまし
たので、特に循環器、脈管疾患を専門としています。下肢静脈瘤に対しては身体
的、時間的負担を軽減するために血管内焼灼術や血管内塞栓術を日帰り手術で、
その他静脈性潰瘍、リンパ浮腫や閉塞性動脈硬化症など下肢に生ずる様々な病状
に対するフットケアも行っています。済生会病院をはじめとした各医療機関、介
護サービス機関と連携協力し、通院困難な方には在宅訪問診療も行い地域に根差
した医療を目指しています。

地域医療を支える連携医療機関をご紹介します。
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 “ 施薬救療 ” の心 

済生会の特徴的な取り組み 

社会福祉法人 恩賜
財団 済生会について

　これまで日本を支えてきた、家族や地域の関係性は時代とともに希薄となり、 
社会的に立場の弱い人は、一層困難な状況に置かれています。このような中、生
活困窮者、孤立する高齢者、障がい者、子ども等、あらゆる人の「いのち」を、医
療と思いやりの心で支えられる地域社会の構築が、いま求められています。明治
天皇の 「済生勅語」のご趣旨である「施薬救療（医療を受けることができずに困っ
ている方の生

いのち

を済
す く

う」の精神は、無料低額診療事業をはじめとする本会の各種医
療福祉事業に生かされています。 

〒 895-0074 鹿児島県薩摩川内市原田町 2 番 46 号　TEL （0996）23-5221　FAX （0996）23-9797
https://www.saiseikai-sendai.jp 　mail : info@saiseikai-sendai.jp

済 生 会 川 内 病 院 広 報 誌
第 55 号 2021年 6 月1日 発 行niji nijiへの

ご意見・ご感想を ▶︎
お寄せ下さい

無料低額診療事業 

　経済的理由により適切な医療を受けることが
できない方のために、無料又は低額な料金で診
療を行っています。 

生活困窮者支援事業（なでしこプラン）  

　ホームレスや DV 被害者、刑務所からの出所
者等、生活困窮者全般を対象に、行政や関係機
関と連携して、訪問診療、健康相談、予防接種
等を無料で行っています。 

瀬戸内海巡回診療   
　巡回診療船「済生丸」で、瀬戸内の離島・僻
地を対象に、診療や保健予防活動を行っていま
す。 また災害発生時には、災害援助診療船と
して、救援物資の輸送や、診療の拠点となり、
緊急支援を行います。 

当院での対象者数は約960人（令和2年度）

 更生保護施設「草牟田寮」での無料健診事業 

4 代目済生丸 
瀬戸内海 67 の離島を巡っている 


